
　③排　　泄

　④日常生活動作訓練

　⑤健康管理

　⑥教養娯楽

　⑦生活相談

遠足・祭り・敬老お祝い会・もちつき会といった様々な行事などを

行いますのでご希望の方はふるってご参加下さい。

入所者及び家族の必要な相談に応じます。

体調不良などにより入浴できない場合は必要に応じて適宜清拭を実施します。

排泄の自立を促すため、入所者の身体能力を最大限に活用した援助を行います。

入所者の心身等の状況に応じて、日常生活を送るのに必要な日常の動作訓練を

実施します。

入所者の健康の状況に注意するとともに健康の保持につとめます。

尚、緊急時にはご家族と連絡の上、対応いたします。

（１）介護保険の給付の対象となるサービス（基準介護サービス）

当施設では、管理栄養士の立てる献立表により、栄養、入所者の身体の状況　

及び嗜好を考慮した季節感に富んだ食事を提供し、利用者の状況にあわせた

食事全般の介助を行います。

調理は専門の委託会社が行っています。

入所者の自立支援のため原則として食堂にて摂取していただくようになります。

　〔提供する食事時間〕

　　　朝食：７時３０分　昼食：１２時００分　夕食：１８時００分　　

どのような身体状況でも職員の介助により家庭的な雰囲気の中で心地よい入浴

　【サービスの概要】

　①食　　事

　②入　　浴

を楽しんでいただけます。

　〔入浴提供日〕

　　　個浴により週２回、希望に応じて３回入浴ができます。

指  定  介  護  老  人  福  祉  施  設
特別養護老人ホームかねやまホーム

利　 　 　用　  　　料  　　　金  　　　表

【令和 ４年 １０月 １日現在】

当施設が提供するサービス内容と利用料金は以下のとおりです。



　　　　　　　　 ※該当される場合は、詳細について担当者よりご説明いたします。

　　　　　　　　 ※該当される場合は、詳細について担当者よりご説明いたします。

３，２０４円 ３，２７５円 ３，３４３円 ３，４１０円

６４１円 ７１２円 ７８０円 ８４７円

６，４１０円 ７，１２０円

清潔で快適な生活が送れるよう、適切な整容が行われるよう援助します。

　【サービス利用料金（１日当り）】

居住費、食費を除き、原則として、利用料金の９割が介護保険から給付されますので、

入所者本人の負担は利用料金の１割となります。尚、利用料金は入所者の要介護度

や入所された年月日により異なります。

また、第１号被保険者で合計所得金額が一定以上の所得者については自己負担額は

２割又は３割（平成３０年８月より適用）となります。市町村から認定者全員に交付される

「負担割合証」で確認します。

詳しくは次の料金表をご欄下さい。

　⑧その他の自立への支援

寝たきり防止のため、できる限り離床に努めます。

生活のリズムを考え、毎朝夕（起床時・就寝時）の着替えを行うよう配慮します。

７，８００円 ８，４７０円

２．うち、介護保険
から給付される金額

※新型コロナウィルス感染症に対応するための特例的な評価として、令和3年9月末までの間、

　上記の【1.サービス利用料金】が０．１％上乗せとなります。

    (3+4+5) 【個室】

４．居住費（居室に係
る自己負担額）

１，１７１円

５．食費に係る自己
負担額 １，４４５円

 ６．自己負担額合計
３，１３６円

《１割自己負担の場合の入所者料金表 》
多床室ご利用の場合

個室ご利用の場合
　　　　　　　 要介護度
項 目

  要介護１  要介護２  要介護３

７，６２３円

（注意事項）　２割又は３割負担に該当する場合は、上記料金表の「３．サービス利用に係る自己

７８０円 ８４７円

３．サービス利用に係
る自己負担額(1-2) ５７３円

５，１５７円 ５，７６９円 ６，４０８円 ７，０２０円

５，１５７円 ５，７６９円 ６，４０８円 ７，０２０円 ７，６２３円

１．サービス利用料金 ５，７３０円

 要介護４  要介護５

３．サービス利用に係
る自己負担額(1-2) ５７３円 ６４１円 ７１２円

８，４７０円

　　　　　　　 　負担額」は各介護度に表示されたの料金のそれぞれ２倍・３倍となります。

 要介護２  要介護３  要介護４  要介護５
　　　　　　　 要介護度
項 目   要介護１

   (3+4+5)

４．居住費（居室に係
る自己負担額） ８５５円

５．食費に係る自己
負担額 １，４４５円

１．サービス利用料金 ５，７３０円 ６，４１０円 ７，１２０円 ７，８００円

２．うち、介護保険
から給付される金額

（注意事項）　２割又は３割負担に該当する場合は、上記料金表の「３．サービス利用に係る自己

　　　　　　　 　負担額」は各介護度に表示されたの料金のそれぞれ２倍・３倍となります。

６．自己負担額合計
２，８２０円 ２，８８８円 ２，９５９円 ３，０２７円 ３，０９４円



①

②

③

利用者負担
第３段階②

住民税非課税世帯で年金収入
が120万円超の方等 ３７０ 円 ８２０ 円 １,３６０　円

定員３１～５０人の施設

定員３０人又は５１人以上の施設

日常生活継続支援加算

看護体制加算

夜勤職員配置加算

定員３０人又は５１人以上の施設

夜勤を行う職員の勤務条件に関する基準を上回る（+１名分）職員を配置している

見守り機器を導入した場合は+0.8名分配置(人員基準緩和適用の場合)、機器を入所者数

の10%以上に設置、機器を安全かつ有効に活用するための委員会を設置し必要な検討等

実施

２２円／１日

１３円／１日

（１）夜勤職員配置加算（Ⅰ）イ

（２）夜勤職員配置加算（Ⅰ）ロ

６円／１日

４円／１日

１３円／１日

８円／１日

（１）看護体制加算（Ⅰ）イ

定員３１～５０人の施設

（２）看護体制加算（Ⅰ）ロ

定員３０人又は５１人以上の施設

（３）看護体制加算（Ⅱ）イ

定員３１人～５０人の施設

（４）看護体制加算（Ⅱ）ロ

重度の要介護状態の者や認知症の入所者が多くを占める施設において、介護福祉士資

格を有する職員を手厚く配置することにより、可能な限り個人の尊厳を保持しつつ日常生

活を維持することができるよう支援します

３６円／１日

４６円／１日

（１）日常生活継続支援加算（Ⅰ）　※従来型介護福祉施設

（２）日常生活継続支援加算（Ⅱ）　※ユニット型介護福祉施設

常勤の看護師の配置や基準を上回る看護職員の配置。常勤の医師の配置に係る評価

下記の①～㉗までの各加算についても、原則１割の負担額が表示されていますが

合計所得金額が一定以上の所得者については、サービス利用料金と同じ負担割での

金額となります。

※該当される場合は、詳細について担当者よりご説明いたします。

『その他の費用 』

６５０　円

利用者負担
第１段階

生活保護や老齢福祉年金
受給者等  　　０ 円 ３２０ 円

　　　　 市町村から発行された介護保険負担減額認定証により、軽減されます。

　　　　 負担限度額の詳細は以下の通りとなります。

 《特定入所者介護サービス費》

　　 ★　 入所者の所得に応じ、上記４及び５の居住費と食事に係る費用が軽減されます。

利用者負担
第３段階①

住民税非課税世帯で年金収入
が80万円超120万円以下の方等 ３７０ 円 ８２０ 円

３７０ 円 ４２０ 円 ３９０　円

個室

１  日  当  り  の  負　担　限　度　額

区　　　　　分 居　　住　　費 食　　　費多床室

３００　円

利用者負担
第２段階

住民税非課税世帯で年金収入
が８０万円以下の方等



（３）夜勤職員配置加算（Ⅱ）イ

２８円／１日

１６円／１日

３３円／１日

２１円／１日

④

⑤

⑥

⑦

⑧

ユニット型施設、定員３１～５０人の施設

定員３１～５０人の施設

定員３０人又は５１人以上の施設

ユニット型施設、定員３１～５０人の施設

若年性認知症入所者に対して指定介護福祉施設サービスを行った場合

個別機能訓練加算

生活機能向上連携加算　※(Ⅰ)と(Ⅱ)の併算定は不可

若年性認知症入所者受入加算

入院または外泊時にかかる費用

初期加算

１２０円／２日

２４６円／１日

入所した日から起算して３０日以内の期間について、上記サービス費に加算します。

また、３０日を超える入院後に再入所した場合も同様とします。

３０円／１日

の状態を把握したうえで助言を行う

(2)生活機能向上連携加算（Ⅱ）

外部のリハビリ専門職等と共同でアセスメントを行い個別機能訓練計画を作成し、多職種

が当該計画に基づき、計画的に機能訓練を実施している場合

常勤の理学療法士等の専門職員が、入所者ごとに機能訓練を行っている場合

２０円／１月(2)個別機能訓練加算（Ⅱ）

個別機能訓練加算(Ⅰ)を算定していて、計画の内容等の情報を厚生労働省に提出し、

必要な情報を活用している場合

(1)生活機能向上連携加算（Ⅰ） ※3ヶ月に1回加算されます

理学療法士等や医師からの助言を受けることができる体制を構築し、助言を受けた上で、

生活機能向上を目的とした個別機能訓練計画の作成等を行う

理学療法士等や医師はサービス提供の場またはICTを活用した動画等により、利用者

（６）夜勤職員配置加算（Ⅲ）ロ

（７）夜勤職員配置加算（Ⅳ）イ

（８）夜勤職員配置加算（Ⅳ）ロ

ユニット型施設、定員３０人又は５１人以上の施設

(１)個別機能訓練加算（Ⅰ） １２円／１日

２７円／１日

１８円／１日（４）夜勤職員配置加算（Ⅱ）ロ

ユニット型施設、定員３０人又は５１人以上の施設

更に夜勤時間帯を通じて看護職員または喀痰吸引等ができる介護職員を配置している

（５）夜勤職員配置加算（Ⅲ）イ

入所者が病院等への入院を要した場合および外泊をした場合は、サービス利用料金

１２泊）費用がかかります。この場合、入院または外泊の初日および最終日は除きます。

なお、費用は上記掲載の「１日当たりの負担限度額」によります。

１００円／１月

２００円／１月

はかかりませんが、その期間、居住費はお支払いいただくようになります。

低所得者の方は１カ月に６日を限度として（連続して７泊、複数の月にまたがる場合は



⑨

⑩

・栄養マネジメント加算

　

１４円／１日

・経口維持加算(Ⅰ)

・経口維持加算(Ⅱ)

協力歯科医療機関を定め観察及び会議等に医師等が加わった場合

　　　該社会福祉施設等を訪問し、連絡調整、情報提供等を行った場合

(3)退所時相談援助加算

(4)退所前連携加算

　　　入所期間が１カ月を超える入所者が退所し、その居宅において居宅サービスを利

　　　用する場合において、入所者の退所に先立って入所者が希望する指定居宅介護

　　　支援事業者に対して、入所者の同意を得て入所者の介護状況を示す文書を添え

　　　て必要な情報を提供し、かつ指定居宅介護支援事業者と連携して退所後の居宅

　　　サービスの利用に関する調整を行なった場合

円滑な退所のための援助に係る加算（契約書第20条）

が本人の負担分となります。

(1)退所前訪問相談援助加算

　　　入所期間が１カ月を超えると見込まれる入所者の退所に先立って、退所後生活を

　　　する居宅を訪問し、入所者およびその家族に対して退所後の居宅サービス等の相

　　　談援助を行った場合、また、入所者が他の社会福祉施設等に入所する場合で当該

　　　社会福祉施設等を訪問し、連絡調整、情報提供等を行った場合

(2)退所後訪問相談援助加算

　　　入所者の退所後30日以内に居宅を訪問し入所者およびその家族に対して相談

　　　援助を行った場合、また、入所者が他の社会福祉施設等に入所する場合で当

ご入所者が、当施設を退所する場合で、希望があった時は心身の状況、置かれている

環境等を勘案し、必要な援助を行います。その際にかかる加算額の１割である次の費用

４６０円

４６０円

４００円

　　　入所期間が１カ月を超える入所者が退所し、その居宅において居宅サービスを利

　　　用する場合及び入所者が他の社会福祉施設等に入所する場合において、入所者

　　　の退所時に入所者および家族に対して居宅サービス等の相談援助を行いかつ、

　　　居住地を管轄する市町村および老人介護支援センターなどに対して、入所者の介

　　　護状況を示す文書を添えて必要な情報を提供した場合

５００円

２８円／１日

４００円／１月

１００円／１月

栄養ケア・マネジメントが行われた場合 （令和6年3月末まで経過措置期間）

栄養管理に係る費用の加算

個々の入所者の栄養状態、健康状態に着目した栄養ケア、マネジメントを実施した場合

加算額の１割である次の費用が本人の負担分となります。

(2)経口摂取への移行に対する評価

・経口移行加算（原則１８０日）

(3)経口摂取を維持することによる評価

経口で摂取ができるものの摂食機能障害を有し、誤嚥が認められると医師の診断

により適切に評価された者に対し、多職種協働により摂食・嚥下機能に配慮した

(1)栄養ケア・マネジメントに対する評価

経管により食事を摂取する入所者について、経口摂取を進めるために、医師の指示

に基づく栄養管理を行う場合（１８０日限度）

入所者の栄養状態を適切にアセスメントし、その状況に応じて多職種協働により

経口維持計画を作成し、計画に従い特別な管理を行う場合



　

⑪

⑫

(6)栄養マネジメント強化加算

(7)再入所時栄養連携加算

入所者が入院し大きく異なる栄養管理が必要となった場合であって、管理栄養士が

当該医療機関での栄養食事指導に同席し、再入所後の栄養ケア計画の原案を作

成し、再入所した場合（１回に限る）　なお、栄養マネジメント加算を算定していること

配置医師緊急時対応加算
配置医師、協力医療機関の医師が連携して２４時間対応が出来る体制を確保した上で

死亡日以前４日以上３０日以下

死亡日の前日及び前々日

死亡日

歯科衛生士が、口腔に関し、介護職員からの相談等に必要に応じ対応した場合

・口腔衛生管理加算（Ⅱ）

(Ⅰ)の要件に加え、計画の内容等の情報を厚生労働省に提出し、必要な情報を

活用している場合

(5)療養食に対する評価

脂質異常症食、痛風食及び特別な検査食を提供した場合

(4)口腔衛生管理加算

・口腔衛生管理加算（Ⅰ）

口腔衛生管理体制加算を算定した上で歯科医師の指示を受けた歯科衛生士が、

入所者に対し、口腔ケアを月２回以上行った場合

歯科衛生士が、口腔ケアについて介護職員に対し具体的な技術的助言及び指導

を実施した場合

入所者ごとの栄養状態等の情報を厚生労働省に提出し、必要な情報を活用している

低栄養リスクが低い入所者にも、食事の際の変化を把握し、問題あれば早期対応

を週3回以上行い調整等を実施

低栄養リスクが高い入所者へ医師等が共同して作成した計画に従い、食事の観察

を行っている場合は70）で除した数以上配置

管理栄養士を常勤換算で入所者数を50（常勤の栄養士を1人以上配置し給食管理

９０円／１月

１１０円／１月

７２円／１日

１４４円／１日

６８０円／１日

１２８０円／１日

６円／１回

　　６５０円/回
１３００円/回

早朝・夜間
深夜

１１円／１日

２００円／回

早朝、夜間または深夜に施設を訪問し入所者の診察を行った場合

看取り介護に対する評価       加算（死亡前４５日を限度）

・看取り介護加算（Ⅰ）

死亡日以前３１日以上４５日以下

「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」等の内容に

沿った取り組みを行う

協議の場の参加者として、生活相談員を明記する

サービス計画の作成にあたり、本人の意思を尊重した医療・ケアの方針決定に対する

支援に努める

・療養食加算

医師の発行する食事せんに基づき提供された適切な栄養量及び内容を

有する糖尿病食、腎臓病食、肝臓病食、胃潰瘍食、貧血食、膵臓病食、



⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

（3）サービス提供体制強化加算（Ⅲ） ６円／１日

・介護福祉士50％以上 または 常勤職員75％以上 または 勤続7年以上30％以上

医師が、認知症の行動・心理症状が認められるため、在宅での生活が困難であり、

緊急入所が適当であると判断した場合、入所日起算して7日を限度として算出

サービス提供体制強化加算

（1）サービス提供体制強化加算（Ⅰ） ２２円／１日

・介護福祉士80％以上 または 勤続10年以上介護福祉士３５％以上

（2）サービス提供体制強化加算（Ⅱ） １８円／１日

・介護福祉士60％以上

その端数を増すごとに１名以上を配置

③職員間での認知症ケアに関する留意事項の伝達又は技術的指導会議を

定期的に実施

（2）認知症専門ケア加算（Ⅱ） ４円／１日

①認知症専門ケア加算1の要件を満たし、かつ、認知症介護指導者研修修了者

を１名以上配置

②介護・看護職員ごとの研修計画を作成し、実施

（3）認知症行動・心理症状緊急対応加算 ２００円／１日

・障害者生活支援体制加算（Ⅰ）

・障害者生活支援体制加算（Ⅱ）

認知症専門ケア加算

専門的な認知症ケアを行った場合

（1）認知症専門ケア加算（Ⅰ） ３円／１日

①認知症日常生活自立度Ⅲ以上の者が、入所者の1/2以上

②認知症介護介護実践リーダー研修修了者を、認知症日常生活自立度Ⅲ以上

の者が２０人未満の場合は１名以上配置し、２０人以上の場合は１０人又は

障害者生活支援体制加算

・看取り介護加算（Ⅱ）※施設で看取った場合

死亡日以前３１日以上４５日以下

死亡日以前４日以上３０日以下

死亡日の前日及び前々日

死亡日

１４４円／１日

７８０円／１日

７２円／１日

１０円／１日

４０円／１日

在宅復帰支援機能加算

視覚、聴覚もしくは言語機能に障害のある者、知的障害者又は精神障害者である入所者

の数が、一定の人数を超えた場合

施設が退所後の在宅生活について、本人、家族等の相談支援を行うとともに、居宅介護

支援業者や主治医との連携を図るなど、在宅復帰支援を積極的に行い、かつ、一定割合

１５８０円／１日

２６円／１日

複数人があらかじめ在宅期間及び入所期間（３ケ月を限度）を定めて、施設の同一の

個室を計画的に利用している等の要件を満たしている場合

４１円／１日

以上の在宅復帰を実現している場合

在宅・入所相互利用加算

在宅と施設の介護支援専門員が入所者に関する情報交換を十分に行い、介護に関する

目標及び指針を定め、入所者又は家族へ説明し同意を得ている。



⑱

⑲

⑳ 介護職員等ベースアップ等支援加算

・サービス利用料金及び各加算金額の自己負担額の合計に加算率（1.6%）を乗じた金額

※ただし、処遇改善加算・特定処遇改善加算の単位数は除く

介護職員の処遇改善において、令和4年度介護報酬改定を行い、介護職員等の賃金引き

上げを目的とした措置を講じる為の加算

㉑

㉒

ハ 褥瘡ケア計画に従い褥瘡管理を実施するとともに、その管理の内容や状態について定期

的に記録している

二 イの評価に基づき、少なくとも3月に1回入所者等ごとに褥瘡ケア計画を見直している

(2)褥瘡マネジメント加算（Ⅱ）

(Ⅰ)の要件を満たし、入所時等の評価の結果、褥瘡が発生するリスクがあるとされた入所者

等について、褥瘡の発生がない

ともに、いずれにも悪化がない又はおむつ使用ありから使用なしに改善している

(3)排泄支援加算（Ⅲ）

(Ⅰ)の要件を満たし、入所時等と比較して排尿・排便の状態の少なくとも一方が改善すると

ともに、いずれにも悪化がないかつおむつ使用ありから使用なしに改善している

褥瘡マネジメント加算

(１)褥瘡マネジメント加算（Ⅰ）

イ 入所者ごとに褥瘡の発生と関連のあるリスクについて施設入所時等に評価するとともに、

少なくとも３月に1回評価を行いその結果等を厚生労働省に提出し、必要な情報を活用し

ている

・サービス利用料金及び各加算金額の自己負担額の合計に加算率(2.3%)を乗じた金額

排泄支援加算

(1)排泄支援加算（Ⅰ）

排泄に介護を要する利用者ごとに、医師等が施設入所時等に評価するとともに、少なく

とも6月に1回評価を行いその結果等を厚生労働省に提出し、必要な情報を活用している

評価の結果、多職種が協働して支援計画を作成し、支援を継続して実施

評価に基づき少なくとも3月に1回入所者ごとに支援計画を見直している

(2)排泄支援加算（Ⅱ）

(Ⅰ)の要件を満たし、入所時等と比較して排尿・排便の状態の少なくとも一方が改善すると

総単位数×加算率(１．６％)／１月

・サービス利用料金及び各加算金額の自己負担額の合計に加算率(6.0%)を乗じた金額

総単位数×加算率（３．３％）／１月（3）介護職員処遇改善加算（Ⅲ）

・サービス利用料金及び各加算金額の自己負担額の合計に加算率(3.3%)を乗じた金額

介護職員等特定処遇改善加算

総単位数×加算率（２．７％）／１月（1）介護職員特定処遇改善加算（Ⅰ）

・サービス利用料金及び各加算金額の自己負担額の合計に加算率(2.7%)を乗じた金額

（2）介護職員特定処遇改善加算（Ⅱ） 総単位数×加算率（２．３％）／１月

介護職員処遇改善加算

（1）介護職員処遇改善加算（Ⅰ） 総単位数×加算率（８．３％）／１月

・サービス利用料金及び各加算金額の自己負担額の合計に加算率(8.3%)を乗じた金額

（2）介護職員処遇改善加算（Ⅱ） 総単位数×加算率（６．０％）／１月

３円／１月

１３円／１月

１０円／１月

１５円／１月

２０円／１月

ロ イの評価の結果、多職種が共同して褥瘡ケア計画を作成している



㉓

㉔

㉕

㉖

㉗

以下のサービスは、本人の希望によりご利用した場合に利用料金の全額が入所者の

負担となります。

　【サービスの概要と利用料金】

  　  ①通常の飲み物（お茶、牛乳など）及び通常のお菓子 

医学的評価に基づき、少なくとも3月に1回支援計画を見直している

医学的評価の結果等を厚生労働省に提出し、必要な情報を活用している

その調整済みADL利得を平均して得た値が1以上

（2）ADL維持等加算（Ⅱ）

(Ⅰ)のイとロの条件を満たす

評価対象利用者等の調整済ADL利得を平均して得た値が2以上

自立支援促進加算

医師が自立支援のために特に必要な医学的評価を入所時に行うとともに、少なくとも6月

に1回、見直しを行い、支援計画等の策定等に参加している

医学的評価の結果、特に自立支援のための対応が必要であるとされた者ごとに、多職種

の者が共同して支援計画を策定し、計画に従ったケアを実施している

（2）科学的介護推進体制加算（Ⅱ）

(Ⅰ)の要件に加えて疾病の状況や服薬情報等の情報を厚生労働省に提出している

ADL維持等加算

（1）ADL維持等加算（Ⅰ）

外泊次費用を算定している際には、併算定できない

安全対策体制加算

外部の研修を受けた担当者が配置され、施設内に安全対策部門を設置し、組織的に安全

対策を実施する体制が整備されている

科学的介護推進体制加算

（1）科学的介護推進体制加算（Ⅰ）

入所者ごとのADL値、栄養状態、口腔機能、認知症の状況その他の心身の状況等に係る

基本的な情報を、厚生労働省に提出している

必要に応じて計画を見直すなど、サービスの提供に当たって必要な情報を活用している

４０円／１月

５０円／１月

３０円／１月

２０円／入所時

在宅サービスを利用したときの費用

居宅における外泊を認め、在宅サービスを利用した場合（１月に６日を限度として）

外泊の初日及び最終日は算定できない

６０円／１月

３００円／１月

介護保険からの給付額に変更があった場合は、変更された額に合わせて

５６０円／１日

無    料

イ 利用者等の総数が10人以上

ロ 利用者等全員について、利用開始日と6月目においてBarthl Indexを適切に評価できる

者がADL値を測定し厚生労働省に提出している

ハ 調整済ADL利得について上位及び下位それぞれ1割の者を除いた者を評価対象者とし、

（２）介護保険の給付の対象とならないサービス（基準外サービス）

　　　　　ご利用者の負担額も変更します。



　　　②通常の飲み物以外でアルコール類など特に利用者の希望される飲み物代　　　　　　　　

　 　 ③管理費　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　

　　　　金銭管理・購入希望品の買い物および支払いの代行・各種申請、申告の代行

　　　 （含む郵送料）などを希望する場合

　　  ④購入希望品の買い物および支払いの代行・各種申請、申告の代行（除く郵送料）　　　　

 などの費用　　　 　　　　　　　　　　　　　　      　　

　　　⑤入退所・受診・通院・入退院などにかかる費用

　　　　　(1)当施設より協力病院である福島県立宮下病院までの範囲にある　    　　 

　  病院または診療所等への送迎にかかる費用

           (2)上記(1)以外の地域にある病院等

　　　　　       ・車輌代　　　　 　　　　　　　　　  　　 　  （福島県立宮下病院を起点として）  　

　　　　　(3)当施設より協力歯科医院である金山町国保診療所歯科医院までの　　 

　　送迎にかかる費用

           (4)上記(3)以外の地域にある歯科医院

　　　　　       ・車輌代　　　　 　　　　　　　　　  　　 　  （金山町の境界を起点として）  　

　　　⑥本人の希望により金山町内の外出にかかる費用　　　　　　　　　　　　　　　 　　

      ⑦本人の希望により金山町以外の地域への外出にかかる費用

                費用につきましては、事前に説明を十分行い、希望がある場合のみ実費

　　　　　　   を徴収させていただきます。

 入所者の日常生活に要する費用で、入所者に負担いただくことが適当であることが

 認められる費用

　　　（例）ハブラシ、下着など     

    ・オムツ代、オムツカバー代は介護保険給付対象となっていますので、ご負担の

     必要はありません。

入所中の方が施設で亡くなられた際に、施設看護職員・介護職員が、死後の処置
（身体の清拭・着替え・お化粧など）を行った場合の費用

・ご遺体用ガーゼ寝まき代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３，０００円

無  　料

５０円／１ ㎞

（例）本人指定の床屋へ行く、希望でラーメンを食べに出かける、知り合い

      の告別式に参加するなど

・缶ビール（350ml） 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ２４０円

・瓶ビール（大瓶）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ３５０円

・酒　１合　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　

無  　料

５０円／１ ㎞

  　　⑩処置費用

・処置・清拭セット代　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ３，５００円

 実　　費

・車輌代　  　　 　　　　　　　　　  　　 　  ５０円／１ ㎞

３，０００円／１月

２００円／１　回

１７０円

・その他、食事代・拝観料など個人的にかかる費用  実　　費

　　　⑧理髪代                                              　    １，５００円

  　　⑨日常生活において通常必要となる諸費用

 ・車輌代　  　　 　　　　　　　　　  　　 　  ５０円／１ ㎞

 ・その他、食事代など個人的にかかる費用 



　 　 ⑪契約書第22条が定める所定の料金

 入所者が、契約終了後も居室を明け渡すことができない場合等に、本来の契約終了日

 の翌日から現実に居室が明け渡された日までの期間にかかる料金をお支払いただき

 ます。

 １日当たりの費用は、上記サービス利用料金（１日当りの料金）のサービス費（全額）と

 同額になります。

　  　⑫機能回復訓練　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　  　　　　　

 当施設では入所者が特にリハビリを希望される場合は理学療法士と相談の上、各種

 訓練を実施する場合があります。

利用料金の支払い方法は以下のいずれかとなります。

　【現金による支払い】　　

　　　１カ月のサービス料金の合計額を翌月の２８日までに支払うものとします。

　★　サービス料金の請求書に明細書を付して、当該月の翌日１０日までに入所者に直接

       お渡しします。支払いを受けた際は領収書を発行します。

　【口座振替による支払い】

　　　　１カ月のサービス料金の合計額を翌月２７日（金融機関が営業していない場合

　　　　は順次翌日）に入所者指定の金融機関から自動引き落としします。

　★　サービス料金の明細書を付した請求書を当該振替月の１０日までに入所者に直接

       お渡しします。支払いを受けた際は領収書を発行します。

　【振込による支払い】

　　　　１カ月のサービス料金の合計額を翌月２８日（金融機関が営業していない場合

　　　　は順次翌日）までに事業者指定の金融機関に振込むものとします。

　★　サービス料金の明細書を付した請求書を当該月の翌月１０日までに入所者に直接

　　 　お渡します。振込後、領収書を発行致します。

（３）利用料金のお支払い方法

   経済状況の著しい変化、その他やむを得ない事由がある場合、相当な額に

   変更させていただくことがあります。その場合、変更する内容と事由について

   原則として変更の２ケ月前までにご説明します。

無　　料


